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研究成果の概要（和文）：　歯科治療は、聴覚ストレス・痛み・不安・緊張による自律神経活動の変動から全身
偶発症を引き起こす可能性のある医療行為である。我々は、音楽聴取を併用した歯科治療中の自律神経活動の変
動を解析し、自律神経活動を制御することが可能となれば、安全な歯科治療環境を構築できるのではないかと考
えた。そこで、下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取が自律神経系と心理状態に与える影響について研究を行い、自律
神経活動の評価方法（the model of Yamashita）を確立し、音楽聴取が抜歯中の交感神経活動を低下させ、不安
を軽減させることを国際誌に報告した。

研究成果の概要（英文）：Auditory stress, pain, and anxiety during dental treatment can cause medical
 emergency due to fluctuations in autonomic nervous activity. We analyzed the effect of listening to
 music during dental treatment and hypothesized that it is possible to control autonomic nervous 
activity with music to construct a safe dental treatment environment. Therefore, we studied the 
effect of music on the autonomic nervous system and the patient’s psychological state using the 
Yamashita model ー　which is an established method for evaluating autonomic nervous system activity 
ー　during extraction of the impacted mandibular third molar. We reported in an international 
journal that listening to music reduces sympathetic nervous activity during tooth extraction and 
reduces anxiety.

研究分野： 歯科麻酔学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取が切開剥離、骨削合、分割中の交感神経活動を低下させ不安を軽減す
ることを見出した初めての研究である。計測方法と評価方法を確立し、自律神経モニタリングを可能にした点、
術者など条件を揃えた上で計測した点、処置ごとの自律神経活動、循環動態の変化をとらえ、音楽聴取の有用性
を処置ごとにとらえた点、術前5項目のアンケート(MDAS)のスコアが自律神経活動の状態の予測因子となること
を見出した点、歯科治療中のバイタルサインには現れない神経学的な変化をとらえ、患者管理の質の向上に役立
つ可能性のある知見を得た点に学術的意義・社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 切削音などが発生する歯科治療は患者にとって聴覚ストレスの多い医療行為である。聴覚ス
トレスは痛み・不安・緊張を助長し、自律神経活動を変動させることで血管迷走神経反射、異
常高血圧、過換気症候群などの全身偶発症を引き起こす可能性がある。そのため、安全な歯科
治療環境の提供には、聴覚ストレスの軽減による自律神経活動の制御が必要であると考えられ
る。そこで我々は、自律神経活動に対する介入のひとつとして音楽に着目し、研究を行ってき
た。その結果、聴覚刺激は自律神経活動の変動を引き起こすことや、音楽介入は亜酸化窒素吸
入鎮静下における脳波（α波）の減少を予防する可能性があることを見出した。つまり、聴覚
からの入力をコントロールすることで、自律神経活動と脳波を制御できる可能性があることが
考えられた。さらに我々は、自律神経活動の状態により、音楽刺激に対する自律神経の反応性
が異なるかを調べるために、概日リズムが乱れ自律神経活動が失調していると報告されている
時計遺伝子 Cry1/Cry2 欠損マウスを用いて検討する。自律神経失調動物実験モデルを確立する
ことで、再現性が高く、ヒトでは解析が難しい免疫組織学的解析や遺伝子発現の検討を行うこ
とが可能となり、聴覚刺激による自律神経応答のメカニズムの検討を行うことができると考え
ている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、患者の自律神経活動の状態に応じた聴覚介入を用いた安全な歯科治療環境を構
築するために、聴覚刺激に対する自律神経応答のメカニズムを解明することを目的とする。 
【下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取が自律神経系と心理状態に与える影響】 
 歯科治療は、痛み・不安・緊張による自律神経活動の変動から全身偶発症を引き起こす可能
性のある医療行為である。自律神経活動の急激な変動は、循環動態に影響を与え、その結果と
して、異常高血圧、迷走神経反射などの全身偶発症をひきおこす。そのため、歯科治療時の患
者の自律神経活動の変動をモニタリングすることは、全身偶発症を予防するための指標になる
可能性があると考えられる。歯科治療中の自律神経活動の変動をモニタリングする方法として、
近年心拍変動解析の有用性が検討されている。 
 一方、全身偶発症発症の一因と考えられている歯科治療中の不安や緊張の軽減を目的として
臨床では音楽が広く使用されている。一般的に、音楽は音の刺激により病態から意識をそらす
ことで不安や緊張、不快感を軽減させる方法として医療における有用性が報告されている。し
かしながら、音楽が自律神経活動に与える影響については統一した見解は未だ得られておらず、
自律神経活動への影響は明らかではない。その理由として、測定条件や解析方法が統一されて
おらず再現性のあるデータが得られていないことが原因であると思われた。そこでわれわれは、
再現性のあるデータを得るために、術者や測定条件だけでなく、解析対象を歯科治療の中で不
安を引き起こし、自律神経活動に影響を与えると考えられる下顎埋伏智歯抜歯に統一した。 
 本研究では音楽聴取を併用した下顎埋伏智歯抜歯中の自律神経活動と心理状態を評価、解析
し、音楽聴取の影響を比較検討した。 
 
【エピネフリン添加リドカインとフェリプレシン添加プリロカインによる局所麻酔が 
 自律神経系と循環動態に与える影響の評価：ランダム化比較試験】 
 歯科治療中の局所麻酔は自律神経の変動から血管迷走神経反射や異常高血圧などの全身的偶
発症を引き起こす可能性が歯科治療の中で最も高い医療行為である。一般的に歯科治療時の局
所麻酔薬には、エピネフリン添加リドカインとフェリプレシン添加プリロカインが使用される
ことが多いが、自律神経系と循環動態に与える影響は不明である。本研究では、下顎埋伏智歯
抜歯中の局所麻酔薬の違いが自律神経系と循環動態に与える影響を比較検討することを目的と
して、前向きランダム化比較試験を行った。 
 
【下顎埋伏智歯抜歯前の自律神経系・脳波・心理状態の関係性の検討】 
 歯科治療中の自律神経活動の変動は、異常高血圧や血管迷走神経反射などの全身偶発症の原
因となる。自律神経活動は患者の不安や精神状態の影響を強くうけるため、患者の治療前の不
安や自律神経系の状態を把握することが重要である。 
 本研究では、下顎埋伏智歯抜歯が行われる患者の治療前の自律神経系、脳波、心理状態が下
顎埋伏智歯抜歯を予定されていないボランティア成人とどのように異なるか比較検討した。 
 
【下顎埋伏智歯抜歯中の自律神経系と心理状態に対する静脈内鎮静の影響；前向き非ランダム
化比較試験】 
 歯科治療中の患者の不安や緊張は、自律神経活動の急激な変動を引き起こし、全身的偶発症
を引き起こす可能性がある。したがって、自律神経活動の変動や、不安・緊張のような心理状
態を分析することが重要であると考えられる。自律神経活動のモニタリング方法として、近年
心拍変動解析の有用性が報告されている。一方、歯科治療中の患者の不安や緊張を軽減するた
めに、ミダゾラムとプロポフォールによる静脈内鎮静法が一般的に行われている。しかしなが
ら、自律神経活動と心理状態に対する静脈内鎮静法の影響については明らかになっていない。
また、さまざまな種類の歯科治療の中で、下顎第三大臼歯の抜歯は、最も不安と関連している
処置であることが報告されている。しかしながら、患者が静脈内鎮静下にある場合の下顎第三



大臼歯抜歯時の自律神経活動の変動を検討した研究はない。したがって、下顎第三大臼歯抜歯
中の自律神経活動、心血管パラメータ、および心理状態に対する静脈内鎮静の影響について比
較検討を行った。 
 
３．研究の方法 
【下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取が自律神経系と心理状態に与える影響】 
 本研究は、鹿児島大学病院臨床研究倫理審査委員会の承認を得て行った。（承認番号：170257）
20-40 歳の下顎埋伏智歯抜歯が必要な女性患者 40 名を 20 名ずつランダムに抜歯群と音楽併用
抜歯群の 2群に割り付けた。処置開始前に Modified Dental Anxiety Scale（MDAS）を行った。
また、State-Trait Anxiety Inventory (STAI)の心理テストを処置開始前と終了時に行い、開
始 20 分前から自律神経活動（交感神経活動の指標：LF/HF、副交感神経活動の指標：HF）・循環
動態（血圧、心拍数）のパラメータの記録を開始し処置終了時に記録を終了した。処置は同一
の術者で行い、フェリプレシン添加 3%プリロカインを使用して局所麻酔を行い、抜歯を開始し
た。音楽を聴取させた抜歯時の測定解析も行い、抜歯群と音楽聴取下抜歯群の 2群を解析ソフ
ト GraphPad Prism6 を用いて統計学的に比較解析した。 
 
【エピネフリン添加リドカインとフェリプレシン添加プリロカインによる局所麻酔が自律神経
系と循環動態に与える影響の評価：ランダム化比較試験】 
 下顎水平埋伏智歯と診断され、抜歯適応となった 20-40 歳の女性患者 40 名中脱落を除く 38
名をエピネフリン添加リドカイン群とフェリプレシン添加プリロカイン群にランダムに割り付
けた。両群とも交感神経活動 (LF/HF)、 副交感神経活動 (HF)、血圧、心拍数の計測を行い、
統計学的に比較解析した。 
 
【下顎埋伏智歯抜歯前の自律神経系・脳波・心理状態の関係性の検討】 
 治療開始前の患者 30人（治療前群）とボランティア成人 30人（対照群）から心理テスト State 
Anxiety Scale（STAI-S）スコアを取得し、デンタルチェアに仰臥位にして、心拍変動解析と脳
波解析を行い、自律神経系とα波を 20 分間記録した。記録開始 15 分から 20 分までの 5分間の
記録を解析し、2群における交感神経活動（LF/HF）、副交感神経活動 (HF)、心拍数(HR)、α波
の比較検討や各パラメータの関連性の比較検討を行った。 
 
【下顎埋伏智歯抜歯中の自律神経系と心理状態に対する静脈内鎮静の影響；前向き非ランダム
化比較試験】 
 本研究は、鹿児島大学病院臨床研究倫理審査委員会の承認を得て行った。(承認番号：190172) 
下顎埋伏智歯と診断された全身疾患を有しない 20〜40 歳の女性患者 34名において、非ランダ
ム化比較試験を行い、通常通り抜歯を行う対照群 17名と、ミダゾタムとプロポフォールによる
静脈内鎮静下で抜歯を行う鎮静群 17 名の結果を解析した。処置開始前に、Modified Dental 
Anxiety Scale(MDAS)を行い、治療開始前と終了時に State-Trait Anxiety Inventory(STAI)の
心理テストを行った。また、処置は同一の術者で行い、抜歯中の自律神経活動（交感神経活動
指標：LF/HF、副交感神経活動指標：HF）・循環動態（収縮期血圧、心拍数）・脳波（BIS）のパ
ラメータの記録を行った。対照群と鎮静群の 2群を解析ソフト GraghPad Prism6 を用いて統計
学的に比較解析した。 
 
４．研究成果 
【下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取が自律神経系と心理状態に与える影響】 
 対照群は 17名、音楽群は 17 名の計 34 名であった。年齢、身長、体重、局所麻酔薬の量、抜
歯側、手術時間、MDAS、STAI のスコアの群間差は認めなかった。抜歯開始前の LF/HF と MDAS
の間に有意な正の相関が認められた。（r=0.58、p＜0.01）局所麻酔、切開剥離、骨削合、分割、
抜去、縫合の時点における LF/HF、HF、心拍数、収縮期血圧を、安静時を 1 とした時の相対比
として表した。対照群では、安静時と比較して局所麻酔、切開剥離、骨削合、分割、抜去にお
いてLF/HFが有意に増加していた。音楽群では、安静時と比較して局所麻酔、抜去においてLF/HF
が有意に増加していた。音楽群では対照群と比較して、切開剥離、骨削合、分割で LF/HF が低
下していた。HFと心拍数は群内においても群間においても有意差を認めなかった。収縮期血圧
は、対照群において安静時と比較して局所麻酔、切開剥離、骨削合、分割、抜去、縫合の時点
において有意に増加していた。音楽群では、安静時と比較して局所麻酔、切開剥離、骨削合、
分割、抜去の時点において収縮期血圧が有意に増加していた。2群間に有意差は認めなかった。
対照群と比較して、音楽群では術前から術後の STAI 状態不安の減少度が有意に大きかった。  
 本研究の主要な所見は、下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取が切開剥離、骨削合、分割中におけ
る患者の交感神経活動を低下させたことである。対照群において、局所麻酔から抜去までの
LF/HF は安静時と比較して増加しており、切開剥離、骨削合、分割においては、対照群と比較
して音楽群で低下していた。骨削合や歯冠分割を行うためには高速回転を伴う器具が必要であ
るため、歯科騒音が発生する。歯科治療中のヘッドホンを介したクラシック音楽は、歯科騒音
の発生する骨削合や歯冠分割などの過程で有用であると考えられた。また、局所麻酔や抜去を
除く、切開剥離など一部の治療においても音楽聴取は有用であると考えられた。治療前の MDAS



は治療開始前の交感神経活動と有意な正の相関関係を認めたことから、治療前の MDAS は治療開
始前の交感神経活動の状態を予測できると考えられた。音楽群では対照群と比較して、術前か
ら術後にかけて STAI 状態不安の減少度が有意に大きかった。したがって音楽聴取は不安スコア
を減少させることにも有用であると考えられた。 
 本研究において、LF/HF は下顎埋伏智歯抜歯中のストレスを反映すること、治療前の MDAS は
抜歯開始前の交感神経活動を予測すること、下顎埋伏智歯抜歯中の音楽聴取は切開剥離、骨削
合、分割中の交感神経活動を低下させ不安を軽減させることが示唆された。本研究成果は、
Journal of oral and maxillofacial surgery に報告された。 
 
【エピネフリン添加リドカインとフェリプレシン添加プリロカインによる局所麻酔が自律神経
系と循環動態に与える影響の評価：ランダム化比較試験】 
 下顎水平埋伏智歯と診断され、抜歯適応となった 20-40 歳の女性患者 40 名中脱落を除く 38
名をエピネフリン添加リドカイン群とフェリプレシン添加プリロカイン群にランダムに割り付
けた。両群とも交感神経活動 (LF/HF)、 副交感神経活動 (HF)、血圧、心拍数の計測を行い、
統計学的に比較解析した。局所麻酔、切開剥離、骨削合、分割、抜去、縫合の時点における LF/HF、
HF、心拍数、収縮期血圧を、安静時を 1とした時の相対比として表した。 
1. フェリプレシン添加プリロカイン群における抜去時の LF/HF は, エピネフリン添加リドカ
イン群と比較して有意に増加した.（P<0.05） 
2. エピネフリン添加リドカイン群では, 安静時と比較して骨削合および抜去時に HF成分の有
意な減少が観察された.（P<0.05） 
3. エピネフリン添加リドカイン群では, 処置中にフェリプレシン添加プリロカインと比較し
て HR は増加していたが、安静時と比較して HRの有意な増加を認めなかった。（P<0.01） 
 4. 両群ともに, 局所麻酔, 切開剥離, 骨削合, 歯冠分割, 抜去, および縫合時に, 安静時と
比較して収縮期血圧の有意な増加が観察された.（P<0.01） 
 本研究において、循環動態の変化と連動した神経学的な変化を捉えることができたと考えら
れる。さらに、局所麻酔薬の違いにより異なる神経学的な変化と循環動態の変動を引き起こす
ことが示された。本研究結果は局所麻酔薬の選択の一助となると考えられる。本研究成果は、
Journal of oral and maxillofacial surgery に報告された。 
 
【下顎埋伏智歯抜歯前の自律神経系・脳波・心理状態の関係性の検討】 
 治療前群では対照群と比較して、HFが有意に減少し、STAI-S が有意に増加していた (p<0.05)。 
LF/HF とα波の割合は、対照群において有意な正の相関を示した（p<0.01）。ただし、治療前群
には相関関係は認められなかった。 LF/ HF と STAI-S スコアは、対照群において相関関係は認
められなかったが、治療前群で有意な正の相関を示した（p <0.05）。 
 下顎埋伏智歯抜歯前の患者の自律神経系の状態を予測するためには、STAI-S は有用な方法で
あることが示された。本研究成果は、Journal of oral and maxillofacial surgery に報告さ
れた。 
 
【下顎埋伏智歯抜歯中の自律神経系と心理状態に対する静脈内鎮静の影響；前向き非ランダム
化比較試験】 
 対象患者は脱落 6名を除く、対照群 17名、鎮静群 17名の計 34名であった。2群間において、
年齢、身長、体重、局所麻酔薬の使用量、手術時間、術前の MDAS,STAI 状態不安、STAI 特性不
安の結果に有意差を認めなかった。対照群の LF/HF は、安静時と比較して局所麻酔、切開・剥
離、骨削合、歯冠分割、抜去、縫合の全ての処置において、有意に増加していた。鎮静群では
対照群と比較して、全ての処置において LF/HF の有意な増加が抑制されていた。対照群の収縮
期血圧は、安静時と比較して全ての処置において有意に高かった。切開・剥離、骨削合、歯冠
分割中の収縮期血圧は、対照群と比較して鎮静群で有意に低下していた。HF と心拍数は、群内
においても群間においても有意差を認めなかった。鎮静群では対照群と比較して、治療前後に
おける STAI 状態不安のスコアの減少度が有意に大きかった。本研究の主要な所見は、下顎埋伏
智歯抜歯中の静脈内鎮静法が、交感神経活動の増加と血圧の増加を抑制していたことである。
鎮静群では対照群と比較して、全ての処置において LF/HF の有意な増加が抑制されており、鎮
静群の切開・剥離、骨削合、歯冠分割中の収縮期血圧は、対照群と比較して有意な増加が抑制
されていた。処置中の交感神経活動の低下は、ミダゾラム、プロポフォールによる意識の消失
と、不安および緊張の軽減による可能性がある。心筋に分布する交感神経の活動が低下すると、
心筋の収縮性が低下することで、結果的に心拍出量と血圧が低下する。さらに、交感神経が分
布している循環器系の末梢血管抵抗の低下も血圧の低下に寄与する。本研究では末梢血管抵抗
は評価しなかったが、鎮静薬の使用により減少した可能性があると考えられる。鎮静群では対
照群と比較して、術前から術後にかけて STAI 状態不安の減少度が有意に大きかった。ミダゾラ
ムとプロポフォールには、抗不安作用と健忘効果があるため、これらの作用が、鎮静群での STAI
不安スコアを有意に減少させた可能性があり、したがって静脈内鎮静法は不安スコアを減少さ
せることにも有用であると考えられた。また、本研究では、術者、鎮静薬、鎮静度を揃え、患
者のストレスレベルを標準化することにより、処置の操作ごとにバラつきの少ないデータが得
られ、静脈内鎮静下においても自律神経活動のモニタリングが可能となったと考えられた。 



 本研究により、静脈内鎮静下での自律神経活動をモニタリングすることができ、歯科治療時
のストレスを可視化することができたと考えられた。 
また、静脈内鎮静下での下顎埋伏智歯抜歯は、交感神経活動の増加を抑制し、不安軽減させる
ことが示唆された。 
 
【その他の研究】 
 現在、静脈内鎮静中の音楽聴取が自律神経系と循環動態に与える影響について解析を進めて
おり、国際誌に投稿する予定である。また自律神経失調症評価のための質問紙と心拍変動解析
の結果の関連性に関しても解析を進めている。動物実験に関しては、実験系の確立に着手する
ところまでは行えたが、音楽聴取をさせる実験まで進めることはできなかった。今後動物実験
も進めていく予定である。 
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